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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

 （１）会計処理の方法の最近連結会計年度における方法との相違の有無 ： 有 

     引当金の計上基準など、影響額が僅少なものについては、一部間便的な方法を採用しております。  

 （２）連結及び持分法の適用範囲の異動状況の有無          ： 無 

   

２．平成 16 年 12 月期第１四半期業績の概況（平成 16 年１月１日～平成 16 年３月 31 日） 

（１） 経営成績（連結）の進捗状況    
    (注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

16 年 12 月期第 1四半期 2,801  （ － ） 301    （ － ） 296    （ － ）

15 年 12 月期第 1四半期 －   （ － ） －     （ － ） －  （ － ）

（参考）15 年 12 月期 11,613   （3.3 ） 1,167 （△10.8 ） 1,162 （△22.3 ）

（注）１．売上高は、当該四半期までの累計値です。 

   ２．当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績及び増減率につきましては記載 

しておりません。 

（参 考） 
平成 16 年 12 月期第１四半期の個別業績の概況（平成 16 年１月１日～平成 16 年３月 31 日） 

     (注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 

売 上 高 営業利益 経常利益 

 百万円 百万円 百万円

  16 年 12 月期第 1四半期   2,769 269
（参考）15 年 12 月期第 1四半期 2,862

270

359

 

 358  

（参考）15 年 12 月期 11,484 1,088  1,096  

（注）当第四半期より四半期業績の開示を行っておりますが、参考数値として前年同四半期の実績及び前年 15 年 12 

月期の実績を記載しております。 

 

 [経営成績（連結）の進捗状況に関する安定的情報等] 
  当該四半期（平成 16 年１月１日～平成 16 年３月 31 日）における当社企業グループを取巻く環境は、株式市

場の持ち直しや設備投資が上向くなど全般的に回復の兆しが徐々に現れ、企業収益に一部改善が見られるもの

の、イラク情勢の緊迫、雇用・所得環境・年金問題に対する不安から、個人消費の回復には至りませんでした。 

 当社企業グループの属する印刷関連業界におきましても、市場低迷が長びくなかで依然として厳しい環境にあ

り、当社企業グループの主力業務であるサービス事業におきましても、低価格競争や、客単価が下がるなど企

業環境を取巻く環境は厳しい状況にありました。 

   

このような経営環境のもとで、機動性ある営業組織構築を主眼とした組織の再編成を行い、営業の活性化及

び印刷事業の商圏・新規顧客層の拡大に注力した結果、当該四半期連結売上高は 28 億百万円、営業利益は３億

百万円、経常利益は２億 96 百万円となりました。   

なお、当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。 
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  なお、当第 1四半期における種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 
(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 平成 16 年 12 月期 

第 1四半期 

平成 15 年 12 月期 

第 1四半期 

前年同四半期比 

増減率 

 百万円 百万円 ％

<印刷関連事業>  

サービス事業 2,221  － － 

印刷事業 550  －           － 

計 2,772  － － 

<不動産賃貸事業>    

不動産賃貸収入 29  － － 

計 29  － － 

合 計 2,801  － － 

（注）１．上記売上金額には、消費税等は含まれておりません。 

  ２．当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、、前年同四半期実績及び増減率につきましては記載 

しておりません。 

３．前期まで「印刷関連事業」セグメントを、サービスビューロー事業、アナログ事業、オンデマンド事業、印 

刷事業として区分管理をしておりましたが、当期より販売形態、製造形態別に管理することとし、サービスビ 

ューロー事業、アナログ事業、オンデマンド事業を統合し、サービス事業と区分（名称）変更をいたしました。 

  なお、この変更による当社企業グループのセグメント変更はありません。 

従来どおり当社企業グループのセグメントは「印刷関連事業」、「不動産賃貸事業」であります。 

 

平成 16 年 12 月期第 1四半期を従来の区分により表示すると次のとおりであります。 

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 平成 16 年 12 月期 

第 1四半期 

平成 15 年 12 月期 

第 1四半期 

前年同四半期比 

増減率 

 百万円 百万円 ％

<印刷関連事業> 

サービスビューロー事業 1,628  － －  

アナログ事業 78  －  －  

印刷事業 550  － －  

オンデマンド事業 514  － －  

計 2,772  － －  

<不動産賃貸事業>    

不動産賃貸収入 29  － －  

計 29  － －  

合 計 2,801  － －  

（注）上記売上金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

    (注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

１株当たり  
総 資 産 株主資本 株主資本比率 

株主資本 

 百万円 百万円   ％   円   銭

16 年 12 月期第 1四半期    11,235  7,768  69.1 1,563    13

15 年 12 月期第 1四半期 －  － － － 
（参考）15 年 12 月期 10,280  7,709  75.0 1,551    26

（注）当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績につきましては記載しておりません。 

 

（３）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象該当事項はありません。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 



３．平成 16 年 12 月期の連結業績予想（平成 16 年１月１日～平成 16 年 12 月 31 日） 

  売 上 高       経 常 利 益      当期純利益       

 百万円 百万円 百万円

中 間 期 

通  期 

5,700

11,570

650

1,270

150

350

 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）70 円 42 銭    

    中間期当期純利益の予想数値を変更しております。詳細は平成 16 年４月 22 日付｢平成 16 年 12 月期中間

（連結・単独）業績予想の修正について｣で開示しております。                                         

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。  

 

（参 考） 
平成 16 年 12 月期の個別業績予想（平成 16 年１月１日～平成 16 年 12 月 31 日） 

  売 上 高       経 常 利 益      当期純利益       

 百万円 百万円 百万円

中 間 期 

通  期 

5,610 

11,400 

580

1,150

109

380

 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）76 円 46 銭   

    中間期当期純利益の予想数値を変更しております。詳細は平成 16 年４月 22 日付｢平成 16 年 12 月期中間

（連結・単独）業績予想の修正について｣で開示しております。                                         

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。  

 
 
 
 
 
 


